


農家戸数・経営耕地面積（販売農家）�

（農林業センサス）�

�
年　度
�

平成12年
平成17年

総農家�
戸　数�

農家戸数（戸）� 経営面積（ha）�

575

459

440

364

3,789

3,684

598

518

うち専業・�
１種兼業� 田� 畑�

農業後継者数（販売農家）�

（農林業センサス）�

年　度
�

平成12年
平成17年

総農家戸数�

575

459

91

50

15.8

10.8

同居後継者�
がいる�

後継者�
充足率（%）�

農業粗生産額（単位1,000万円）

（農林水産統計年報）�

年　度
平成12年
平成17年

米�
319

275

野菜�
96

78

畜産�
22

18

～鷹栖町鷹栖町の農業の将来将来に向けて～�

特
集�

～鷹栖町の農業の将来に向けて～�
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鷹
栖
町
の
歴
史
は
農
業
と
と

も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
鷹
栖

町
に
開
拓
の
鍬く

わ

が
入
っ
た
の
は

明
治
24
年
。
そ
の
２
年
後
、
10

線
１
号
に
水
田
を
試
作
し
た
の

が
町
の
稲
作
の
始
ま
り
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

布
団
さ
え
も
し
ば
れ
た
と
い

う
厳
し
い
冬
の
生
活
、
大
木
の

切
り
株
が
散
在
す
る
水
田
を
馬

で
耕
し
、
病
害
虫
や
し
ぶ
と
い

雑
草
と
の
闘
い
に
加
え
、
度
重

な
る
冷
害
、
そ
し
て
水
害
の
脅

威
を
も
た
ら
し
た
オ
サ
ラ
ッ
ペ

川
の
氾
濫
な
ど
も
当
時
の
記
録

と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
歴
史
は

「
農
業
」と
と
も
に

現
在
、
本
町
の
農
業
は
水
稲

を
中
心
と
し
て
、
き
ゅ
う
り
や

軟
白
長
ね
ぎ
な
ど
の
野
菜
、
そ

し
て
「
オ
オ
カ
ミ
の
桃
」
の
原

料
と
な
る
加
工
用
ト
マ
ト
の
生

産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
40
年
の
調
査
で
全
戸
数

の
80
％
に
あ
た
る
１，

４
２
３

戸
あ
っ
た
農
家
戸
数
は
年
々
減

私
た
ち
の
身
近
に
は
水
田
が

広
が
り
、
田
植
え
か
ら
稲
刈
り

ま
で
四
季
折
々
の
表
情
を
見
せ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水

田
は
そ
れ
自
体
が
水
を
溜
め
込

む
役
割
や
、
雨
水
を
大
地
に
し

み
込
ま
せ
る
か
ん
養
機
能
を
果

た
し
、
台
風
や
大
雨
時
な
ど
川

の
急
激
な
流
量
の
増
加
を
抑
え

る
洪
水
防
止
に
も
役
立
っ
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
近
年
、
後
継
者

不
足
と
高
齢
化
が
進
み
、
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

農
村
地
域
の
維
持
と
農
地
の
保

全
で
す
。

少
し
、
平
成
17
年
の
調
査
で
は

４
５
９
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
水
稲
の
品
種
改
良
や

病
害
虫
の
防
除
技
術
の
向
上
、

ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
な

ど
の
農
業
機
械
の
整
備
、
農
地

基
盤
整
備
（
田
ん
ぼ
の
大
型
化
）

な
ど
省
力
化
が
進
め
ら
れ
、
現

在
で
は
道
内
で
も
指
折
り
の
米

産
地
を
築
い
て
い
ま
す
。

町の面積の1/3が農地となっている鷹栖町。昔からの田園風景が残るこの町にとって「農業」は単なる農産
物を生産する産業としてだけでなく、生活習慣や教育、文化などに深く根付いた特別の意味を持っています。

食の安全、食育、スローフードといった「食」の重要性が見直される中、農業の「産業」としての側面と

自然環境の保護を含む地域振興という二面から、国の農業政策が大きく変わろうとしています。

町
の
農
業
の
今

土
地
・
水
を
守
り
環
境
と

調
和
す
る「
農
業
」



耕作放棄が増えるとどうなるの？�
　耕作放棄とは、「農地」を耕すなどの維持管

理を１年以上止めてしまうことをいいます。現

在のところ、鷹栖町では耕作放棄は見られませ

んが、近年、全国的に過疎化や高齢化によって

耕作放棄地の面積は増えてきています。�

　耕作放棄地は、農業生産基盤の悪化や雑草な

どの繁茂により病害虫が発生し、近接する農地

に被害を与えるだけでなく、良い農地の管理も

難しくし、地域の水保全機能の低下や、土砂崩

壊等にも少なからず関係していると、その影響

が心配されています。�

　耕作放棄地を再び耕作可能な状態に戻すには、

多くの時間や人手、お金が必要になります。�

耕作放棄が増えるとどうなるの？�

農業の多面的機能�農業の多面的機能�
地域社会の�
維持活性化�

たくさんの水を貯える�
水源のかん養�
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平
成
19
年
度
か
ら
始
ま
る
地

域
ぐ
る
み
で
効
果
の
高
い
共
同

活
動
な
ど
を
支
援
す
る
「
農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」

の
導
入
に
向
け
て
、
今
年
度
、

そ
の
モ
デ
ル
事
業
が
全
国
約
６

０
０
カ
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

道
内
15
地
区
の
う
ち
鷹
栖
町
で

は
北
斗
地
区
（
地
域
農
業
推
進

会
議
北
斗
支
部
）
が
取
り
組
み
、

自
ら
共
同
し
て
排
水
路
の
補
修

を
行
っ
た
り
、
四
季
の
里
前
の

道
路
沿
い
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

を
植
え
た
り
と
、
農
村
景
観
保

全
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

近
年
、
毎
日
食
べ
る
も
の
だ

か
ら
少
し
で
も
安
全
な
も
の
を

選
び
た
い
と
い
う
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
産
地
偽
装

の
問
題
や
消
費
期
限
切
れ
の
食

材
の
使
用
が
発
覚
す
る
な
ど
、

食
の
安
全
性
へ
の
信
頼
が
揺
ら

い
で
い
る
の
も
事
実
で
す
。

北
海
道
で
は
環
境
に
や
さ
し

い
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を

提
供
し
て
い
る
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ

と
産
地
の
意
欲
を
高
め
る
た
め

に
、
独
自
の
表
示
（
認
証
）
制

強
い
生
産
基
盤
と
経
営
能
力

度
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！
ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｎ

（
イ
エ
ス
・
ク
リ
ー
ン
）」
を
設

け
て
い
ま
す
。

町
内
で
は
平
成
15
年
に
青
果

連
軟
白
長
ね
ぎ
部
会
、
平
成
18

年
に
は
あ
さ
ひ
か
わ
農
協
稲
作

連
絡
協
議
会
、
鷹
栖
地
区
ク
リ

ー
ン
米
生
産
部
会
が
こ
の
認
定

を
受
け
、
安
全
な
農
産
物
の
生

産
、
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

を
持
つ
〝
産
業
〞
と
し
て
の
農

業
に
し
よ
う
と
、
国
は
戦
後
農

政
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
進
め

て
い
ま
す
。
基
本
的
な
考
え
方

は
、
今
ま
で
の
農
家
平
等
に
補

助
や
助
成
を
行
う
や
り
方
か

ら
、
地
域
農
業
を
今
後
支
え
て

消
費
者
か
ら
顧
客
へ

大
き
な
転
換
期
に
あ
る

「
農
業
」

▲YES! clean マーク
（イエス・クリーン）



平成18年水稲品種別作付面積�

（鷹栖町調べ）�

　品種名�
�
きらら397

ほしのゆめ�
　　彩�
ななつぼし�
あ や ひ め�
そ　の　他�
　合　計�

面積（ha）�構成比（%）�
平成17年の
構成比

1,167

1,017

4

191

11

14

2,404

48.5

42.3

0.2

7.9

0.5

0.6

100.0

46.3

49.1

0.2

3.0

1.0

0.4

100.0

産米出荷状況（うるち）�

（鷹栖町調べ）�

年　度

平成16年
平成17年
平成18年

総数（俵）�うち１等米�
作付面積�
（ｈａ）� 作況指数�

産米出荷数�

178,410

184,412

198,867

100.0

100.0

100.0

2,421

2,435

2,404

 91

107

108

　昨年11月に「Yes！clean」（イエス・クリーン）
の認証を受け、部会のメンバー９人でクリーン
米の栽培に取り組んでいます。農薬や化学肥料
の量を減らしたり、稲わらを燃やさないように
したりと、人にも環境にも安全で安心できる農
業を心掛けています。農薬や化学肥料を減らし
た分大変なこともありますが、町の人にも安全
でおいしいお米を食べてほしいと思っています。�
　今年の秋には認証を受けて初めてのお米が出
来ます。農薬を減らして私たちが心を込めて作
った安全でおいしいお米を一度食べてみてくだ
さい。�

鷹栖地区クリーン米生産部会�

会　長　酒井雅憲さん�
 （14線10号）
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い
く
「
担
い
手
」
と
し
て
の

「
認
定
農
業
者
」
や
「
集
落
営

農
組
織
」
な
ど
に
支
援
を
集
中

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

鷹
栖
町
内
で
現
在
、
認
定
を

受
け
て
い
る
農
業
者
は
１
７
９

人
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
小
規
模

な
農
家
や
高
齢
の
農
業
者
が
集

落
営
農
組
織
や
法
人
と
し
て

「
担
い
手
」
に
な
る
方
法
な
ど

も
含
め
て
、
地
域
農
業
の
生
き

残
り
の
道
を
模
索
し
て
い
ま

す
。
集
落
営
農
組
織
に
関
し
て

は
、
現
段
階
で
組
織
化
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
農
作
業
の
共
同

取
り
組
み
と
い
う
地
域
連
携
の

動
き
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

一
連
の
農
政
改
革
の
動
き
を

契
機
に
鷹
栖
町
で
は
、
個
々
の

土
地
に
適
し
た
作
付
け
や
農
作

業
の
効
率
の
た
め
に
、
か
ね
て

か
ら
懸
案
だ
っ
た
農
地
の
集
積

や
交
換
に
よ
る
団
地
化
を
計
画

的
に
進
め
て
い
く
た
め
、
地
域

農
業
推
進
会
議
と
し
て
五
つ
の

支
部
が
主
体
と
な
っ
て
土
地

（
農
地
）
利
用
計
画
の
策
定
を

重
点
項
目
と
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
農
地
の
利
用
集
積
が

進
む
こ
と
で
、
農
業
に
適
し
た

肥
沃
な
土
と
豊
富
な
水
量
に
恵

ま
れ
た
地
理
的
条
件
を
生
か
し

て
、
現
在
よ
り
も
農
地
の
利
用

調
整
と
効
率
良
い
生
産
の
向
上

が
図
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
動

き
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
、
実
現
に
向
け
て
地
域
及
び

良
な
米
の
産
地
と
し
て
、
農
家

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
元
気

に
働
け
る
と
い
う
こ
と
が
、
魅

力
あ
る
田
園
風
景
が
広
が
る
鷹

栖
町
の
地
域
力
に
つ
な
が
り
ま

す
。安

全
で
安
心
で
き
る
農
産
物

を
よ
り
多
く
の
食
卓
に
届
け
、

都
市
生
活
で
は
味
わ
え
な
い
自

然
環
境
と
美
し
い
田
園
の
景
観

を
生
み
出
す
鷹
栖
町
の
農
業
。

皆
さ
ん
も
地
域
で
支
え
る
鷹

栖
町
の
「
農
業
」
の
魅
力
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

地
権
者
の
合
意
形
成
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

北
海
道
産
牛
乳
や
青
森
産
り

ん
ご
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
地

と
し
て
の
付
加
価
値
を
高
め
、

消
費
者
の
心
を
つ
か
も
う
と
競

争
が
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
情
報
化
に
よ
り
逆
に

些
細

さ
さ
い

な
悪
材
料
が
地
域
全
体
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う

事
例
も
少
な
く
な
い
時
代
で
す
。

消
費
者
の
支
持
を
集
め
る
優

「
農
業
」も
競
争
の
時
代



【お問い合わせ】【お問い合わせ】�
役場税務課税務係役場税務課税務係�

@8787ｰ2111

【お問い合わせ】�
役場税務課税務係�

@87ｰ2111

区　分�

�

均等割�

�

所得割�

平成18年度分

税額の３分の２を減額

道民税 1,000円 → 0,300円

町民税 3,000円 → 1,000円

税額の３分の２を減額

平成19年度分

税額の３分の１を減額

道民税 1,000円 → 0,600円

町民税 3,000円 → 2,000円

税額の３分の１を減額

◇所得税にかかる控除額�

10,000円以内
10,000円を越え、
20,000円以内
20,000円を越える

支払長期損害保険料�
(Ａ)

地震保険料控除に�
含まれる額�
(Ａ)全額

(Ａ)×1/2＋5,000円�

15,000円

※この経過措置にかかる控除額と地震保険料控除の
両方を適用できる場合は、控除額の上限は50,000

円になります。

◇住民税にかかる控除額�

5,000円以内
5,000円を越え、
15,000円以内
15,000円を越える

支払長期損害保険料�
(Ａ)

地震保険料控除に�
含まれる額�
(Ａ)全額

(Ａ)×1/2＋2,500円

10,000円

※この経過措置にかかる控除額と地震保険料控除の
両方を適用できる場合は、控除額の上限は25,000

円になります。

定率減税の廃止や税源移譲により、新たな控除や経過措置がとられます。�
新しくなる所得税、町民税・道民税（以下住民税）の仕組みについて、�
先月号に引き続きお知らせします。�
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地
震
保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
す

６５
歳
以
上
の
方
に
対
す
る

非
課
税
措
置
廃
止
に
と
も
な
う
経
過
措
置

【
住
民
税
の
場
合
】

（
平
成
20
年
度
分
住
民
税
か
ら
適
用
）

①
支
払
地
震
保
険
料
の
２
分
の

１
相
当
（
上
限
２
５，

０
０

０
円
）
が
所
得
控
除
と
し
て

認
め
ら
れ
ま
す
。

②
平
成
18
年
末
ま
で
に
締
結
し

た
長
期
損
害
保
険
料
（
保
険

期
間
が
10
年
以
上
で
満
期
返

戻
金
の
あ
る
も
の
）
に
は
、

従
来
の
損
害
保
険
料
控
除
を

適
用
す
る
経
過
措
置
が
設
け

ら
れ
ま
す
。（
短
期
損
害
保

険
料
控
除
は
廃
止
に
な
り
ま

す
）

①
支
払
地
震
保
険
料
（
上
限
５

０，

０
０
０
円
）
が
所
得
控

除
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

②
住
民
税
と
同
様
の
経
過
措
置

が
設
け
ら
れ
ま
す
。

【
所
得
税
の
場
合
】

（
平
成
19
年
分
所
得
税
か
ら
適
用
）

地
震
保
険
へ
の
加
入
を
促
進
す
る
目
的
で
、
従
来
の
損
害
保
険
料

控
除
を
見
直
し
、
地
震
保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

年
齢
65
歳
以
上
の
方
で
前
年

の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万

円
以
下
の
方
に
対
す
る
非
課
税

措
置
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
17
年
１
月

１
日
現
在
で
65
歳
に
達
し
て
い

た
方
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
に

は
経
過
措
置
と
し
て
、
平
成
18

年
度
分
お
よ
び
平
成
19
年
度
分

に
限
り
、
下
表
の
と
お
り
減
額

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
２０
年
度
分
か
ら

は
、
全
額
課
税
に
な
り
ま
す
。



さか� もと� しょう� じ�

坂 元 　昭二 さん�

Introducing in May...

アコースティックギタリスト�
鷹栖町文化協会文化大使�

「人　自然　あったかす」を�
全国に伝えたくて�
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鷹
栖
町
の
美
し
い
自
然
、
人

の
温
か
さ
を
全
国
に
伝
え
よ
う

と
、
２
月
25
日
の
町
民
文
化
祭

で
鷹
栖
町
文
化
協
会
文
化
大
使

に
推
戴

す
い
た
い

さ
れ
た
、
坂
元
昭
二
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

坂
元
さ
ん
は
昨
年
11
月
３

日
、
輝
き
＃
サ
ポ
ー
ト
隊
主
催

で
メ
ロ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
た
「
ふ
れ
ん
ど
り
ー
on

ス
テ
ー
ジ
」
に
出
演
。
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
で
お
な
じ
み
の
「
北
の

国
か
ら
」
主
題
歌
や
坂
元
さ
ん

自
作
曲
の
ギ
タ
ー
ソ
ロ
演
奏
、

和
太
鼓
・
篠
笛
・
三
味
線
な
ど

和
楽
器
と
の
共
演
を
披
露
し
、

喝
采
を
博
し
ま
し
た
。

「
旭
川
空
港
か
ら
会
場
に
入

る
ま
で
の
、
紅
葉
の
時
季
な
ら

で
は
の
美
し
い
風
景
が
印
象
的

で
し
た
。
何
よ
り
、
輝
き
＃
サ

ポ
ー
ト
隊
の
皆
さ
ん
の
温
か
な

お
も
て
な
し
に
感
激
し
ま
し

た
」
と
坂
元
さ
ん
。
同
会
員
ら

と
意
気
投
合
、「
鷹
栖
町
文
化

協
会
文
化
大
使
」
が
誕
生
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

年
間
約
70
本
の
演
奏
活
動
の

場
は
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
の

よ
う
な
大
規
模
な
ホ
ー
ル
か

ら
、
美
術
館
、
カ
フ
ェ
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
古
い
農
家
の
納
屋
な

ど
多
彩
。「
静
か
で
面
白
い
場

所
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
演
奏
し

ま
す
。
ギ
タ
ー
の
ソ
ロ
演
奏
は

歌
詞
が
無
い
分
、
雰
囲
気
を
印

象
付
け
る
空
間
が
重
要
な
ん
で

す
」
と
言
う
坂
元
さ
ん
。

出
逢
っ
た
」
を
作
曲
し
、
町
民

文
化
祭
で
演
奏
し
て
く
れ
ま
し

た
。坂

元
さ
ん
は
演
奏
活
動
「
全

県
制
覇
ツ
ア
ー
」
で
文
字
通
り

全
国
各
地
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

文
化
大
使
と
し
て
、「
鷹
栖
町

に
滞
在
し
た
時
間
は
短
か
っ
た

で
す
が
、
そ
の
時
受
け
た
感
激

を
、
こ
れ
か
ら
全
国
で
出
会
う

人
た
ち
に
伝
え
て
い
き
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

鷹
栖
の
田
園
風
景
、
オ
オ
カ

ミ
の
桃
、
そ
し
て
町
民
の
温
か

な
人
柄
…
。
全
国
の
会
場
で
、

鷹
栖
の
魅
力
が
坂
元
さ
ん
が
奏

で
る
ギ
タ
ー
の
調
べ
に
乗
っ

て
、
観
客
の
心
に
響
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

確
か
な
技
術
か
ら
紡
ぎ
出
さ

れ
る
豊
か
な
音
色
。
ま
る
で
旋

律
が
風
景
画
を
描
い
て
い
る
か

の
よ
う
な
演
奏
か
ら
、「
ギ
タ

ー
の
風
景
画
家
」
と
評
さ
れ
、

全
国
各
地
の
風
土
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
作
曲
も
し
て
い
ま
す
。
早

速
、
鷹
栖
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
曲

「
僕
は
旅
の
途
中
で
こ
の
街
に

1972年より、りりィ＆バイバイ・セッシ
ョン・バンドのギタリストとして活動開始。
その後、日本を代表する数々のミュージシ
ャンのコンサート、レコーディングに参加。
1979～1996年の17年間は、さだまさしのサ
ポートバンド「亀山社中」の一員として全
国ツアーに参加した。2001年にフルート奏
者赤木りえとユニット「赤坂」を組むなど、
他楽器との共演にも数多く挑戦している。



　日本に向かう飛行機の中、私はニュージーランドの大

御所バンド、クラウデッドハウスのアルバムを聞いてきま

した。特に「どこへ行こうともいつも天気をあなたのお

ともに」と歌う曲が印象的でした。この曲の意味を私に

例えると、「あのオーストラリアの天気を北海道へ連れ

ていきたい」になるでしょうか。�

　あの青空、灼熱の太陽。一年に晴天は330日のゴー

ルドコーストで育った私にとって雪は「なにもの？」とい

う存在でした。でも去年、東京から金沢に向かう途中の

電車の窓から生まれて初めて雪を見ました。田園風景

が純白の雪に覆われた様子はなんとも異様な感じでし

た。なのに北海道の雪はもっとすごいっていうじゃない

ですか！残念ながらどんなに天気を北海道に持ち込みた

かった私でも、さすがにスーツケースには収まりません。

だってもうすでに重量制限を越え

ていたんです！代わりに－30℃に

負けないような防寒着で我慢。�

　でも、まだついて2週間なのに、

この曲の歌詞が理解できた気がします。実際には天気

ではなくて、気分や周りの雰囲気を運んでくるという意

味なんですね。どんな人でも、態度や行動でみんなの気

分やその場の雰囲気を変えることってありますよね。セ

ンチメンタルになるつもりはないけど、鷹栖町に天気を

つれてくる必要はなかったと思うんです。だって、皆さん

の心が十分に温かいんです!そう、あったかす！�

　皆さん1ヵ月目の滞在をこんなに温かく迎えてくれて

感謝しています。�

「Cooee～！、クーイー！」とは日本語の「オーイ！」と似た、�
遠くにいるみんなを呼ぶときに使われるオーストラリア独特の言葉です。�
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今
年
は
２
月
だ
け
で
10
を

越
え
る
文
化
祭
や
発
表
会

が
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
や

公
民
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

５
つ
の
公
民
館
で
は
そ
れ

ぞ
れ
地
区
の
個
性
を
活
か
し

た
文
化
祭
が
、
和
や
か
に
、

賑
や
か
に
開
か
れ
ま
し
た
。

７
日
に
は
メ
ロ
デ
ィ
ー
ホ

ー
ル
で
、
鷹
栖
町
を
拠
点
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
プ
ロ

の
フ
ル
ー
ト
奏
者
田
尻
淳
子

さ
ん
の
音
楽
活
動
を
応
援
し

よ
う
と
、
60
人
近
い
有
志
に

よ
る
後
援
会
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

北
海
道
規
模
と
な
っ
た

「
熱
闘
三
分
間
劇
場
」
は
８

回
を
数
え
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
ホ

ー
ル
の
事
業
と
し
て
定
着

し
、
内
容
も
充
実
し
て
き
て

い
る
そ
う
で
す
。

46
回
目
と
な
る
町
民
文
化

祭
は
、
年
毎
に
向
上
し
て
い

る
作
品
展
示
に
加
え
、
芸
能

発
表
で
は
田
尻
さ
ん
、
坂
元

さ
ん
、
咲
間
さ
ん
た
ち
３
人

の
プ
ロ
が
素
晴
ら
し
い
演
奏

を
披
露
。
ま
た
、
鷹
栖
高
校

音
楽
同
好
会
の
参
加
や
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
は
じ

め
、
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
や
グ

ル
ー
プ
の
参
加
、
特
に
若
い

人
た
ち
の
参
加
が
目
立
ち
、

頼
も
し
い
思
い
で
お
り
ま

す
。そ

し
て
３
月
10
日
に
は
、

郷
土
誌
「
新
郷
土
た
か
す
」

の
45
号
も
発
刊
さ
れ
ま
す
。

20
世
紀
を
代
表
す
る
経
済

学
者
で
、
昨
年
亡
く
な
っ
た

Ｊ
・
Ｋ
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス

は
、
80
年
に
及
ぶ
経
済
学
の

研
究
生
活
の
終
期
に
「
今
日

な
お
、
人
間
社
会
の
成
熟
度

を
測
る
物
差
し
と
な
る
の

は
、
お
金
で
は
な
く
、
文
化
、

芸
術
、
教
育
、
科
学
な
ど
、

経
済
か
ら
『
隔
離
』
さ
れ
た

領
域
に
お
け
る
成
果
な
の
で

あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
社

会
が
進
む
日
本
も
、
少
し
だ

け
価
値
観
の
見
直
し
が
必
要

な
と
き
に
き
て
い
ま
す
。

鷹
栖
町
長
　
佐
藤
　
節
雄

「

文

化

は

町

の

財

産

」



　たかす円山幼稚園の新園舎落成式が２月10日、

同園で行われ、園児とその保護者など約200人が

出席し、園舎の完成を祝いました。

　新園舎は天井が高く明るい遊戯室があり、全体

に木材を多く使用し優しい質感です。園児たちは

１月に旧園舎を引っ越し、利用を始めています。

　この日は園児による器楽演奏も行われ、真新し

い園舎に祝いの音色を響かせていました。

しい学び舎の完成を祝う�新�円山幼稚園新園舎落成式�

　鷹栖高等学校の１、２年生76人が２月13日、町

内の除雪をするのに苦労しているひとり暮らしの

高齢者宅など７カ所を訪れ、除雪作業を行いました。

　生徒たちは、暖冬の影響で湿り気のある重い雪

に悪戦苦闘。この日は天候に恵まれ、暖かな日差

しを浴び額に汗をにじませながら、除雪作業に精

を出しました。

　１年生の柳原郁代さんは、「大変な作業で疲れ

たけど、お年寄りに喜んでもらえれば疲れも吹き

飛びます」と笑顔で話していました。

年寄りの笑顔のために�お�鷹栖高生除雪ボランティア�

　メロディーホールで２月７日、町内在住のフル

ート奏者田尻淳子さんのミニコンサートと後援会

発会式が行われました。

　この日、田尻さんを応援しようと約60人の町民

が駆けつけました。田尻さんは「１人で演奏する

機会は少ないのですが、原点に返り心をこめて演

奏します」とあいさつし、フルートの独奏６曲を

披露しました。静まりかえった空間に流れる美し

い音色に、出席者たちはうっとり。

　続いて後援会発会式が開かれ、後援会長の植西

辰義さんは「ふるさと鷹栖に軸足を置いた、幅広

い方面でのご活躍を期待しています」と激励しま

した。

を代表する演奏家を応援�町�田尻淳子さん後援会設立�
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　２月２日、鷹栖小学校スクールバンドのファイ

ナルコンサートがメロディーホールで開かれ、同

小学校の児童のほか保護者など120人が来場。子

どもたちの演奏に耳を傾けました。

　６年生の森脇穂乃香さんは「今まで一生懸命練

習してきました。最後まで楽しんでください」と

あいさつ。メンバー53人全員による迫力ある演奏

のほか、６年生９人で「さよなら」や「オーメン

ズ　オブ　ラブ」を披露しました。

年生が最後の演奏�6 鷹栖小スクールバンド�

　鷹栖保育園、北野保育園で２月２日、節分に合

わせて豆まきが行われました。

　園児たちはそれぞれ手作りのお面、豆入れなど

を身に付け、まずは予行練習。豆を投げながら「鬼

は外、福は内」と元気に掛け声をあげました。

　そして全身をペイントした赤鬼・青鬼が雄たけ

びをあげて現れると、その迫力に大声をあげて泣

き叫ぶ園児、果敢に豆を投げつける園児などさま

ざま。鬼の迫力に負けじと豆をぶつけた園児たち

は、鬼が退散すると「鬼が逃げていったよ」と胸

を張っていました。

わ～い鬼をやっつけろ�こ�保育園で豆まき�

　鷹栖高等学校で１月31日、訪問介護員養成講座

（３級課程）の修了式が行われました。今年度１

年生の受講者38名全員が３級課程を修了。工藤校

長から１人ひとりに修了証書が手渡されました。

生徒は昨年８月中旬から約４か月間、福祉の講義

や実習など50時間学んできました。

　受講生を代表して吉田彬さんが「これまでの受

講を通じて福祉の知識や介護の現場の実情を学ん

できました。今回得られた経験を今後、身内の介

護などに役立てたい」と述べていました。�

祉の精神を育む�福�訪問介護員養成講座終了式�

　２月６日から９日にかけて長野県野沢温泉村で

行われた、全国中学校スキー大会のクロスカント

リー競技に参加した鷹栖中学校の生徒が役場を訪

れ、大会の結果や感想などを報告しました。�

　女子リレーの部に北海道チームとして出場し、

６位入賞に貢献した小野さんは、「トップの滑り

を間近で見れて勉強になったので、高校でも頑張

ります」と笑顔で報告。石川潤さんも「いい経験

ができたので、来年は入賞を目指します」と話し

ていました。�

国水準の熱戦を報告�全�クロカン全国大会出場�
左から小野智美さん（3年）、石川慎太郎さん（3年）、石川潤さん（1年）�
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このコーナーでは、次代を担う平成生まれの少年少
女のフレッシュな活動をご紹介します。�

amigo【名】友、仲間｛なかま｝�
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旭
川
藤
女
子
高
等
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
す

る
、
旭
川
地
区
高
校
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
界
期
待
の
新

人
、
谷
口
璃
菜
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

鷹
栖
中
学
校
に
入
っ
て
か
ら

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
た

谷
口
さ
ん
。
昨
年
12
月
号
の
広

報
で
ご
紹
介
し
た
松
下
明
さ
ん

な
ど
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に

所
属
し
て
い
た
、
小
学
校
か
ら

の
仲
の
良
い
先
輩
に
誘
わ
れ
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。

入
部
間
も
な
い
頃
を
、「
最

初
は
全
然
先
輩
に
つ
い
て
い
け

な
く
て
、
練
習
も
つ
ら
か
っ
た

で
す
」
と
思
い
返
し
て
く
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
３
年
間
の
部

活
動
で
そ
の
才
能
を
開
花
さ

せ
、
も
っ
と
強
い
チ
ー
ム
で
上

を
目
指
そ
う
と
強
豪
校
で
あ
る

藤
女
子
高
に
入
学
し
ま
し
た
。

「
中
学
と
高
校
は
、
体
力
的

に
も
技
術
的
に
も
レ
ベ
ル
が
違

い
す
ぎ
て
、
部
活
を
続
け
て
い

け
る
か
ど
う
か
不
安
で
し
た
」

と
話
し
ま
す
が
、
入
部
し
て
間

も
な
く
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
座
を
勝

ち
取
り
、
今
や
チ
ー
ム
に
は
欠

か
せ
な
い
選
手
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
の
全
部
員
は
15
人
な

が
ら
も
、
強
豪
校
ら
し
く
ポ
ジ

シ
ョ
ン
争
い
は
し
烈
と
の
こ

と
。「
同
級
生
と
セ
ン
タ
ー
の

座
を
争
っ
て
い
ま
す
が
、
絶
対

に
負
け
な
い
つ
も
り
で
す
」
と

意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

谷
口
さ
ん
が
同
校
に
入
学
以

来
、
全
道
大
会
の
期
間
も
含
め

毎
月
の
よ
う
に
公
式
戦
に
参
加

し
て
い
ま
す
が
、
旭
川
地
区
大

会
で
は
同
校
は
わ
ず
か
に
１

敗
。
２
つ
の
大
会
で
全
道
ベ
ス

ト
８
の
成
績
を
残
し
て
い
ま

す
。1

月
に
行
わ
れ
た
北
海
道
高

等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新

人
大
会
の
旭
川
地
区
予
選
で
最

優
秀
選
手
に
輝
き
、
2
月
に
は

全
道
の
選
抜
選
手
を
決
め
る
合

宿
に
も
参
加
。
ま
さ
に
旭
川
地

区
を
代
表
す
る
選
手
と
呼
ぶ
に

ふ
さ
わ
し
い
谷
口
さ
ん
。
し
か

し
本
人
は
「
個
人
の
結
果
は
自

分
だ
け
の
力
だ
け
で
な
く
、
周

り
の
み
ん
な
の
お
か
げ
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
控
え
め
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

谷
口
さ
ん
の
得
意
プ
レ
ー
は

１
７
６
㎝
の
恵
ま
れ
た
長
身
を

生
か
し
た
リ
バ
ウ
ン
ド
。
リ
バ

ウ
ン
ド
と
は
シ
ュ
ー
ト
ミ
ス
に

よ
っ
て
ゴ
ー
ル
に
は
じ
か
れ
た

ボ
ー
ル
を
取
る
技
術
で
す
。
こ

れ
が
強
い
選
手
が
い
る
と
常
に

相
手
か
ら
先
手
を
取
る
こ
と
が

で
き
、
自
チ
ー
ム
も
思
い
切
り

の
い
い
シ
ュ
ー
ト
が
で
き
る
た

め
、
リ
バ
ウ
ン
ド
は
最
も
重
要

な
技
術
の
一
つ
と
言
わ
れ
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

で
攻
守
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
、

チ
ー
ム
の
勝
利
を
引
き
寄
せ
て

い
ま
す
。

チ
ー
ム
内
の
雰
囲
気
も
全
道

ベ
ス
ト
８
の
成
績
に
決
し
て
満

足
す
る
こ
と
な
く
、
全
国
大
会

出
場
を
目
指
し
て
厳
し
い
練
習

を
積
み
重
ね
て
い
る
そ
う
で

す
。
谷
口
さ
ん
自
身
も
「
ベ
ス

ト
４
に
勝
ち
進
む
チ
ー
ム
に
は

当
た
り
負
け
、
走
り
負
け
し
て

し
ま
い
、
実
力
の
差
を
感
じ
ま

し
た
。
１
日
に
２
試
合
続
く
こ

と
も
あ
る
の
で
、
も
っ
と
体
力

が
必
要
で
す
」
と
話
し
、
勝
利

へ
の
飽
く
な
き
姿
勢
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と

「
全
国
で
戦
え
る
セ
ン
タ
ー
に

な
り
た
い
で
す
」
と
、
さ
ら
な

る
成
長
を
予
感
さ
せ
る
力
強
い

答
え
を
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。



一
、
礼
儀
を
重
ん
じ
る
人
間
に
な
っ

て
欲
し
い
。

二
、
僕
の
趣
味
＝
家
族
サ
ー
ビ
ス

（
家
族
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
と
に
か
く

・

・

・

・

家

族
が
一
緒
に
い
る
時
間
を
持
つ
と
い
う

僕
の
思
い
込
み
）
と
な
っ
て
、
僕
に
は

大
変
効
率
が
い
い
。

三
、
休
日
は
家
で
寝
て
ば
か
り
い
る

父
親
の
背
中
を
見
て
育
っ
た
の
で
は
、

教
育
上
好
ま
し
く
な
い
の
で
、
違
っ
た

背
中
も
見
せ
て
お
き
た
い
。

以
上
三
つ
の
理
由
に
よ
り
、
我
が
家

の
子
ど
も
に
は
選
択
の
自
由
は
与
え
ら

れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
剣
道
を
始
め
て
今
年

で
７
年
目
と
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

武
道
、
芸
道
の
な
か
に
「
守し

ゅ

破は

離り

」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
基
本
を
繰

り
返
し
稽
古
し
て
、
し
っ
か
り
と
し
た

土
台
を
つ
く
り
（
守
）、
そ
こ
か
ら
応

用
へ
と
進
み
（
破
）、
さ
ら
に
各
々
の

個
性
を
発
揮
し
て
自
己
実
現
を
し
て
い

く
（
離
）
と
い
う
考
え
方
の
こ
と
で
す
。

剣
道
は
防
具
を
付
け
た
り
、
は
だ
し

だ
っ
た
り
と
、
夏
の
暑
い
日
や
冬
の
寒

い
日
の
稽
古
は
と
て
も
厳
し
い
も
の
と

な
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
「
楽
し
い
」
と

か
「
お
も
し
ろ
い
」
と
か
い
う
事
を
容

易
に
得
ら
れ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
し

て
子
ど
も
た
ち
の
将
来
が
、
今
よ
り
も

も
っ
と
厳
し
い
時
代
に
な
る
と
予
想
さ

れ
る
か
ら
こ
そ
、
「
つ
ら
い
」
と
か

「
苦
し
い
」
と
か
そ
う
い
う
思
い
を
し

て
欲
し
い
。
そ
し
て
「
守
破
離
」
の
言

葉
の
よ
う
に
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
自

己
を
確
立
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

知
力
、
体
力
と
も
抜
か
れ
て
し
ま
う

の
は
時
間
の
問
題
な
の
で
し
ょ
う
が
、

そ
の
時
が
少
し
で
も
先
延
ば
し
に
な
る

よ
う
に
、
僕
自
身
の
修
練
に
も
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
願
わ
く
ば
、
20
年
、

30
年
後
に
も
、
剣
を
交
え
て
会
話
が
で

き
る
親
子
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
…
。

う
ち
に
は
４
歳
と
１
歳
の
２
人
の
子

ど
も
が
い
ま
す
。
我
が
家
は
農
家
で
自

然
豊
か
な
田
舎
暮
ら
し
で
す
。

長
男
は
外
遊
び
が
大
好
き
で
い
つ
も

元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
ま
す
。
昨
年

の
春
に
「
と
う
き
び
を
食
べ
た
い
」
と

言
う
の
で
種
ま
き
を
し
て
み
ま
し
た
。

次
の
日
水
を
上
げ
よ
う
と
外
に
出
る
と

「
と
う
き
び
食
べ
る
ぞ
っ
」
と
大
喜

び
？
の
長
男
。「
秋
に
な
ら
な
い
と
食

べ
ら
れ
な
い
よ
」
と
言
う
と
「
秋
っ
て

何
？
何
日
く
ら
い
」
と
質
問
の
嵐
で
し

た
が
少
し
ず
つ
納
得
し
て
も
ら
い
？

「
野
菜
さ
ん
も
お
腹
す
い
た
よ
ね
」
と

言
っ
て
水
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
る
西
瓜

を
毎
日
楽
し
み
に
し
、
や
っ
と
収
穫
し

た
中
玉
の
西
瓜
を
大
事
に
か
か
え
歩
い

て
い
る
途
中
で
落
と
し
て
真
っ
二
つ
…

そ
ん
な
大
騒
ぎ
の
毎
日
で
す
。

私
や
子
ど
も
た
ち
に
欠
か
せ
な
い
の

が
、
子
育
て
セ
ン
タ
ー
や
幼
稚
園
の
存

在
で
す
。
我
が
家
の
周
り
に
は
家
も
少

な
く
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
ぶ
こ

と
が
な
い
た
め
、
今
は
セ
ン
タ
ー
や
幼

稚
園
の
友
達
と
遊
ぶ
の
が
と
て
も
楽
し

み
な
２
人
で
す
。

私
も
子
育
て
で
悩
む
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
指
導
員
の
方
や
友
だ

ち
と
の
お
し
ゃ
べ
り
で
本
当
に
気
が
楽

に
な
り
、
強
い
味
方
で
あ
り
親
子
共
々

と
て
も
大
切
な
存
在
で
す
。
最
近
歩
き

出
し
た
長
女
も
い
た
ず
ら
真
っ
盛
り

で
、
格
闘
の
生
活
が
ま
だ
ま
だ
続
き
そ

う
で
す
が
…
こ
れ
か
ら
も
何
と
か
楽
し

く
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。最

後
に
最
近
の
長
男
の
楽
し
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
〈
夕
食
の
時
も
や
し

・

・

・

の
味
噌
汁

を
食
べ
な
が
ら
「
こ
の
も
も
し
き

・

・

・

・

？
し

ゃ
き
し
ゃ
き
し
て
お
い
し
い
ね
え
！

（
笑
）」〉

～自然と、たくましい～こどもたち

3
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教育委員会のページ�

特　集�

「地域でまもり育てる地域の城」�

公民館の改革�

各地区公民館光熱水費の状況…使用量換算で約１割節減�

�
鷹栖公民館�
北野公民館�
中央公民館�
北斗公民館�
北成公民館�
合 計 �

Ｈ14

38,000

271

4,527

34,800

6,552

84,150

Ｈ17

35,000

1,023

2,526

34,000

2,939

75,488

Ｈ15

49,779

193,745

11,592

23,749

13,075

291,940

Ｈ17

44,983

159,568

10,026

19,721

11,324

245,622

Ｈ15

358

338

 79

139

 77

991

Ｈ17

336

347

 82

123

 25

913

文
化
活
動
や
学
習
活
動
、
会
合
や
イ
ベ
ン
ト
の
場
と
し
て
、
地
域

の
中
心
に
は
欠
か
せ
な
い
公
民
館
。
現
在
、
そ
の
運
営
に
黄
信
号
が

と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
民
館
の
維
持
を
目
指
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
危
機
感
を
持
ち
、
各
地
域
で
は
運
営
の
あ
り
方
の
議
論
を
重
ね
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
公
民
館
改
革
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2007 3

12

こ
こ
数
年
、
国
の
行
財
政
改

革
の
影
響
は
町
の
財
政
を
圧
迫

し
、
公
民
館
の
運
営
管
理
に
も

波
及
し
て
い
ま
す
。

従
来
よ
り
公
民
館
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
は
、
経
費
節
減
の

取
り
組
み
や
、
効
果
的
な
使
用

形
態
の
見
直
し
を
し
ま
し
た
。

厚
着
を
し
て
施
設
の
設
定
温
度

を
下
げ
た
り
、
照
明
等
も
必
要

な
と
き
だ
け
点
灯
す
る
な
ど
、

利
用
さ
れ
る
方
の
ご
協
力
で
、

下
表
の
よ
う
に
光
熱
水
費
の
節

減
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

平
成
16
年
に
策
定
さ
れ
た

「
鷹
栖
町
行
財
政
改
革
大
綱
」

の
な
か
で
緊
急
課
題
と
し
て
提

言
さ
れ
た
、

●
公
民
館
の
管
理
運
営
を
含
め

て
、
公
民
館
が
地
域
の
城
と

し
て
自
主
的
・
自
立
的
に
利

用
運
営
さ
れ
る
よ
う
、
地
区

公
民
館
及
び
管
理
運
営
の
あ

り
方
を
検
討
す
る

●
公
民
館
使
用
料
に
つ
い
て
も

連
動
し
て
検
討
す
る

に
つ
い
て
、
各
地
域
で
話
し
合

い
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
の
課
題
提
起
を

受
け
て
、
各
地
域
に
お
い
て
は

公
民
館
運
営
委
員
会
や
公
民
館

総
会
の
場
に
お
い
て
、「
こ
の

施
設
が
地
域
に
必
要
な
の
か
？
」

の
問
い
か
け
か
ら
始
ま
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
施
設

と
の
認
識
か
ら
、
今
後
地
域
の

城
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
活
用

す
べ
き
か
話
し
合
い
が
持
た
れ

ま
し
た
。
課
題
が
地
域
全
体
に

及
ぶ
こ
と
か
ら
、
任
期
の
短
い

運
営
委
員
会
だ
け
で
な
く
、
地

域
役
員
や
関
係
団
体
か
ら
選
出

し
た
改
革
検
討
委
員
会
が
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
管
理
の
方
法
と
し
て
、

「
現
状
の
ま
ま
行
政
が
行
な
っ

て
い
く
方
法
で
は
、
町
財
源
の

減
少
に
伴
い
開
館
日
を
減
ら
し

た
り
、
現
在
使
用
目
的
に
よ
っ

て
減
免
さ
れ
て
い
る
使
用
料
を

徴
収
す
る
（
増
額
す
る
）
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
」「
民
間
企
業

に
委
託
す
る
方
法
で
は
、
運
営

財
源
確
保
を
優
先
し
た
貸
館
が

中
心
と
な
り
、
地
域
住
民
と
し

て
使
い
た
い
と
き
に
使
え
な
い

施
設
に
な
る
の
で
は
」
と
の
不

安
の
声
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
地
域
の
中
か
ら
運
営

母
体
を
立
ち
上
げ
た
う
え
で
、

町
よ
り
管
理
運
営
委
託
を
受
け
、

地
域
の
特
産
物
や
観
光
資
源
を

利
用
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り

組
み
を
折
り
込
み
な
が
ら
、
本

当
の
「
地
域
の
城
」
と
し
て
利

活
用
さ
れ
る
手
法
を
模
索
し
て

い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

１
月
中
旬
に
は
、
５
地
区
公

民
館
の
代
表
が
集
ま
り
公
民
館

改
革
検
討
会
議
を
開
催
。
各
地

区
の
進
行
状
況
な
ど
情
報
交
換

や
全
体
論
議
を
行
い
ま
し
た
。

各
地
域
で
は
、
６
月
末
ま
で

に
運
営
方
針
を
固
め
、
平
成
20

年
度
に
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト

に
向
け
た
準
備
に
入
り
ま
す
。

地
域
で
の
話
し
合
い
の
場

が
、
公
民
館
総
会
や
改
革
委
員

会
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
設
定
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
私
た
ち

の
施
設
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し

て
い
く
の
か
、
活
発
な
意
見
交

換
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
地
域
の
中
の
公
民
館
】

【
各
地
区
の
取
り
組
み
】

【
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】



最
優
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作
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北
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小
６
年
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野
　

陽
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「
ハ
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ピ
ー
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ス
デ
ー
」�

や

よ

い

�

命
あ
る
こ
と
は
す
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ら
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い
こ
と（
抜
粋
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る
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と
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抜
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読
書
感
想
文
・
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感
想
画
コ
ン
ク
ー
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今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
読
書
感
想
文
が
５
７
６
作
品
、
読
書
感
想
画
が
２
４
１

作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
優
秀
作
品
の
受
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

最
優
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書
感
想
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最
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工
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水
　
真
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井
　
上
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谷
　
ひ
ろ
か�

星
　
　
　
か
え
で�

山
　
h
　
大
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澤
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杉
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４
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６
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中
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中
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２
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３
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３
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４
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小
５
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北
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小
５
年
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栖
小
６
年
）�

（
北
野
小
６
年
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（
鷹
栖
中
１
年
）�

（
鷹
栖
中
１
年
）�

（
鷹
栖
中
２
年
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鷹
栖
中
２
年
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私
は
な
ら
ん
で
い
た
本
の
中

で
、
こ
の
本
の
題
名
を
見
た
瞬

間
に
、「
借
り
て
み
た
い
」
そ

う
感
じ
て
借
り
て
み
ま
し
た
。

こ
の
本
は
、
あ
す
か
と
い
う

主
人
公
の
心
の
変
化
、
命
の
大

切
さ
を
語
っ
た
本
で
す
。

私
が
一
番
涙
を
こ
ぼ
し
そ
う

に
な
っ
た
場
面
、
そ
れ
は
、
お

母
さ
ん
に
誕
生
日
を
忘
れ
ら
れ

る
ほ
ど
嫌
わ
れ
て
い
た
あ
す
か

の
心
の
傷
。
そ
の
痛
み
に
よ
り
、

失
っ
た
声
を
出
せ
る
ま
で
優
し

く
し
て
く
れ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
面

で
す
。「
ど
う
し
て
死
な
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
？
」

私
は
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
あ
す
か
は
、
前
の

あ
す
か
と
違
い
ま
し
た
。
こ
こ

が
私
の
尊
敬
す
る
所
な
の
で

す
。
あ
き
ら
め
ず
に
自
分
を
大

切
に
す
る
あ
す
か
を
見
て
い
る

と
「
い
じ
め
」
の
事
件
が
浮
か

ん
で
き
ま
し
た
。
最
近
、
よ
く

ニ
ュ
ー
ス
で
聞
く
い
じ
め
。
私

は
、
自
分
を
失
っ
て
し
ま
っ
た

人
た
ち
の
こ
と
を
助
け
て
あ
げ

ら
れ
る
勇
気
を
も
つ
人
間
に
な

り
た
い
で
す
。
そ
の
あ
こ
が
れ

の
人
に
あ
て
は
ま
る
の
が
、
あ

す
か
で
す
。
こ
の
お
話
の
中
に

も
「
い
じ
め
」
が
出
て
き
ま
す
。

自
殺
し
よ
う
と
し
た
女
の
子
を

と
め
た
の
は
、
あ
す
か
。
あ
す

か
は
、
私
が
尊
敬
す
る
、
憧
れ

の
人
で
す
。

「
自
分
は
必
要
な
い
ん
だ
。」

「
き
っ
と
嫌
わ
れ
て
い
る
。」
な

ん
て
一
度
は
思
っ
た
こ
と
あ
り

ま
せ
ん
か
？
そ
れ
は
た
だ
の
思

い
込
み
で
す
。
あ
な
た
の
す
ぐ

そ
ば
に
あ
な
た
を
大
切
に
し
て

い
る
人
、
あ
な
た
の
こ
と
を
宝

物
の
よ
う
に
思
っ
て
く
れ
て
い

る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
の

は
、
本
の
主
人
公
あ
す
か
で
す
。

自
分
は
た
っ
た
一
人
し
か
い
な

い
宝
物
で
す
。
命
あ
る
こ
と
は

す
ば
ら
し
い
こ
と
な
の
で
す
。

み
な
さ
ん
、
こ
の
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
下
さ
い
。
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各健康保険等�
○加入者からの保険料を基に、老
人保健制度へ拠出金を支出�

老人保健制度�
○各健康保険等の拠出金と国・道・
市町村からの負担金で運営�

被保険者�
7575歳（一定一定の障がいのあ
る方は6565歳）以上以上の方

被保険者�
75歳（一定の障がいのあ
る方は65歳）以上の方

医 療 機 関 等 �医 療 機 関 等 �

医療費支払い
（1～3割）

保険証の交付・�
保険料の納付�

受給者証の交付�

拠出金�

医療費支払
（7～9割分）

診　療�

平
成
２０
年
4
月
か
ら
新
た
な
医
療
制
度�

﹇
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
﹈が
始
ま
り
ま
す�
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老
人
医
療
費
が
増
大
す
る

中
、
現
役
世
代
と
高
齢
者
世
代

の
負
担
を
明
確
化
し
、
公
平
で

分
か
り
や
す
い
制
度
と
す
る
た

め
に
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
高
齢
者
医
療

制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
制
度
の
創
設
に
伴
い
、

現
在
の
老
人
保
健
制
度
は
廃
止

さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
の
運
営
は
、
都
道

府
県
の
区
域
ご
と
に
、
全
市
区

町
村
が
加
入
す
る
広
域
連
合
が

担
い
ま
す
。

広
域
連
合
で
は
、
保
険
料
の

決
定
や
、
医
療
の
給
付
な
ど
の

事
務
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
徴
収
や
資

運
営
は
都
道
府
県
単
位
に

格
の
取
得
・
喪
失
に
か
か
る
窓

口
業
務
や
、
届
け
出
な
ど
の
申

請
に
関
す
る
事
務
は
、
老
人
保

健
制
度
と
同
様
に
、
市
区
町
村

が
行
い
ま
す
。

現
在
の
老
人
保
健
制
度
は
、

各
健
康
保
険
や
国
、
道
、
市
町

村
か
ら
の
拠
出
金
と
患
者
負
担

で
賄
わ
れ
て
お
り
、
加
入
者
は
、

自
己
負
担
分
の
医
療
費
と
各
健

対
象
は
、
現
行
の
老
人
保
健

法
に
よ
る
制
度
と
同
じ
く
75
歳

以
上
の
方
お
よ
び
65
歳
以
上
で

一
定
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
方

で
す
（
現
在
の
老
人
保
健
制
度

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
と
同
様

で
す
）。

対

象

と

な

る

方

費
用
の
負
担
方
法
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康
保
険
を
通
じ
て
費
用
の
負
担

を
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

は
、
今
ま
で
の
老
人
保
健
制
度

と
は
異
な
り
、
各
健
康
保
険
や

共
済
組
合
な
ど
か
ら
脱
退
し
、

新
た
に
加
入
し
て
い
た
だ
く
個

別
の
制
度
と
な
り
ま
す
（
図
１

参
照
）。
こ
の
た
め
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
で
は
、
自
己
負

担
分
の
医
療
費
の
ほ
か
、
保
険

料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

医
療
機
関
で
支
払
う
自
己
負

担
額
を
除
い
た
医
療
費
分
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆
さ

ん
か
ら
の
保
険
料
や
公
費
で
賄

わ
れ
る
こ
の
制
度
の
運
用
は
、

国
・
道
・
市
町
村
の
負
担
金

（
公
費
）
５
割
と
、
若
年
者
が

加
入
す
る
各
医
療
保
険
等
か
ら

の
支
援
金
４
割
（
後
期
高
齢
者

支
援
金
）、
高
齢
者
医
療
制
度

の
加
入
者
か
ら
の
保
険
料
１
割

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
参

照
）。保

険
料
は
、
北
海
道
の
広
域

連
合
で
決
定
さ
れ
る
た
め
、
原

則
と
し
て
北
海
道
内
で
統
一
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
を
決
め
る
基

準
は
、
加
入
者
に
応
じ
た
計
算

（
均
等
割
）
と
、
所
得
に
応
じ

一
般
の
方
は
１
割
負
担
、
現

役
並
み
所
得
の
あ
る
方
は
３
割

負
担
と
な
り
ま
す
。
老
人
保
健

制
度
で
医
療
を
受
け
る
場
合
と

同
じ
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
計
算
（
所
得
割
）
の
方
法
を

組
み
合
わ
せ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
所
得
の
低
い
方
に
は
、

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保

険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
北
海

道
広
域
連
合
が
決
定
次
第
、
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
市

町
村
が
窓
口
と
な
り
、
原
則
と

し
て
年
金
（
年
額
18
万
円
以
上
）

か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
さ

れ
ま
す
。

年
金
額
が
18
万
円
以
下
の
方

や
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
合
算
額
が
年

金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
方
は
、
市
区
町
村
で
個
別
に

納
め
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
の
各
健
康
保

現
在
、
平
成
20
年
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
運
営
に
あ
た
り
、
こ

れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
と
同

様
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
国
、
道
、
広
域
連
合
、

市
区
町
村
の
役
割
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
後
も
、
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

険
な
ど
で
は
、
世
帯
主
な
ど
が

保
険
料
を
負
担
し
、
扶
養
さ
れ

て
い
る
家
族
な
ど
に
は
保
険
料

が
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
後
期
高
齢
者
で
は
、
加
入

者
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
保
険
料
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
設
定
は
？

病
院
な
ど
の
自
己
負
担
は
？

保
険
料
の
納
め
方

今

後

の

流

れ
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年
金
を
受
け
る
権
利
の
有
無

の
確
認
は
、
毎
年
、
誕
生
月
に

社
会
保
険
庁
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
よ
り
送
付
さ
れ
る
現
況

届
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
（
以
下
「
住
基
ネ
ッ
ト
」）

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
原

則
と
し
て
現
況
届
の
提
出
が
不

要
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
方
は
引
き
続

き
現
況
届
が
必
要
で
す
。

●
社
会
保
険
庁
に
届
け
出
さ
れ

て
い
る
住
所
が
住
民
票
と
異

な
る
場
合

●
社
会
保
険
庁
に
住
所
変
更
な

ど
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
場

合
●
外
国
籍
の
方
お
よ
び
外
国
に

お
住
ま
い
の
場
合

●
加
給
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
の
生
計
維
持
の
確
認

が
必
要
な
方

●
障
が
い
の
程
度
の
確
認
が
必

要
な
方

住
基
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
現

況
確
認
に
関
し
て
は
、
年
金
ダ

イ
ヤ
ル
（
@
０
５
７
０
―
07
―

１
１
６
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

な
お
、
住
民
票
コ
ー
ド
が
不

明
の
方
は
、
お
客
さ
ま
窓
口
で

住
民
票
コ
ー
ド
付
き
住
民
票
の

発
行
（
有
料
）
の
申
請
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
町

民
課
お
客
さ
ま
窓
口
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
民
課
医
療
年
金
係

年

金

受

給

者

の

現

況

届

に

つ

い

て

平
成
18
年
分
の
所
得
税
や
贈

与
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税

の
申
告
と
納
税
の
期
限
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

【
申
告
期
限
】

所
得
税
　
３
月
１５
日
∫

贈
与
税
　
３
月
15
日
∫

個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
　
４
月
２
日
∑

【
場
所
】
旭
川
北
洋
ビ
ル
９
階

ま
た
は
役
場
１
階
会
議
室

※
旭
川
中
税
務
署
で
は
、
申
告

相
談
の
会
場
を
税
務
署
庁
舎

内
か
ら
変
更
し
ま
し
た
。
申

告
期
間
中
は
、
旭
川
中
税
務

署
に
確
定
申
告
会
場
を
設
置

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
会
場
に
お
越
し
の
際
は
】

旭
川
北
洋
ビ
ル
の
駐
車
場

（
有
料
）
お
よ
び
会
場
周
辺
は
、

大
変
混
雑
し
ま
す
。
公
共
の
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
、
午

後
１
時
〜
４
時
30
分

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
】

確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
譲



国税専門官採用�
試験受験者募集�

人事院・国税庁で
は、国税専門官採用
試験の受験者を募集
しています。採用試
験の概要は次のとお
りです。�
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渡
所
得
の
内
訳
書
（
土
地
・
建

物
用
）
は
、
札
幌
国
税
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nta.go.jp

●
札
幌
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.sapporo.nta.

go.jp

【
安
心
・
便
利
な
振
替
納
税
】

所
得
税
や
個
人
事
業
者
の
消

費
税
、
地
方
消
費
税
の
納
税
方

法
に
、
振
替
納
税
制
度
が
あ
り

ま
す
。
金
融
機
関
の
預
貯
金
口

座
か
ら
振
替
に
よ
り
納
税
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
納
期

限
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
な

く
大
変
便
利
で
す
。
新
た
に
振

替
納
税
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

税
務
署
ま
た
は
取
引
金
融
機
関

に
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
口
座
振
替
日

４
月
20
日
ª

個
人
事
業
者
の
消
費
税
・

地
方
消
費
税
の
口
座
振
替
日

４
月
26
日
∫

【
お
問
い
合
わ
せ
】

旭
川
中
税
務
署

個
人
課
税
第
１
部
門
（
申
告
関

係
）
@
24
―
１
４
５
５

上
川
支
庁
で
は
、
３
月
を
納

税
推
進
強
調
月
間
と
し
て
、
自

動
車
税
、
個
人
事
業
税
な
ど
の

未
納
者
に
対
す
る
預
貯
金
・
給

与
な
ど
の
財
産
の
差
し
押
さ
え

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自
動
車

の
差
し
押
さ
え
（
タ
イ
ヤ
ロ
ッ

ク
装
着
な
ど
）
も
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
日
中
納
税
で
き
な
い

方
の
た
め
に
、
次
の
と
お
り
夜

間
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

【
夜
間
納
税
窓
口
】

●
日
時

３
月
22
日
∑

午
後
５
時
30
分
〜
９
時
ま
で

●
場
所

北
海
道
上
川
支
庁
納

税
課
（
旭
川
市
永
山
６
条
19

丁
目
）
@
46
―
５
１
０
０

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
制

度
は
、「
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
」
に
よ
り
、
他
の
土

税
務
課
固
定
資
産
係

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦

覧

帳

簿

の

縦

覧

地
や
家
屋
の
価
格
と
比
較
し
て
、

自
己
の
土
地
や
家
屋
の
価
格
が

適
正
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る

制
度
で
す
。

【
縦
覧
期
間
】

4
月
２
日
∑
〜
納
期
限
ま
で

午
前
8
時
半
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

【
縦
覧
場
所
】

税
務
課
固
定
資
産
係

【
縦
覧
対
象
者
】
納
税
者
（
代

理
人
に
委
任
す
る
場
合
は
委
任

状
が
必
要
で
す
）

４
月
８
日
∂
は
北
海
道
知
事

選
挙
・
北
海
道
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
日
で
す
。

棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
皆
さ

ん
の
大
切
な
１
票
を
道
政
に
反

映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
投
票
で
き
る
方

北
海
道
民
で
、
次
の
要
件
を

備
え
て
い
る
方

【
年
齢
要
件
】
昭
和
62
年
４
月

９
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

【
住
所
要
件
】

知
事
選
挙
は
平
成
18
年
12
月

21
日
、
道
議
会
議
員
選
挙
は
平

総
務
課
庶
務
担
当

北
海
道
知
事
・
北
海
道

議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日

管
理
徴
収
第
１
部
門
（
納
税
関

係
）
@
24
―
１
４
５
５

成
18
年
12
月
29
日
現
在
、
鷹
栖

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
、
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
鷹

栖
町
に
住
所
が
あ
る
方
。

●
期
日
前
投
票
は
簡
単
で
す

投
票
日
に
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ

ー
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
投
票
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、

「
期
日
前
投
票
」
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
印
鑑
も
不
要
で
、

手
続
は
簡
単
で
す
。「
期
日
前

投
票
」
が
で
き
る
期
間
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

【
知
事
選
挙
】

３
月
23
日
〜
４
月
７
日

【
道
議
会
議
員
選
挙
】

３
月
31
日
〜
４
月
７
日

【
場
　
所
】
役
場
１
階
会
議
室

【
時
　
間
】
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
８
時
（
土
日
も
投
票
で
き

ま
す
）

町
外
に
滞
在
中
の
方
や
病
院

に
入
院
さ
れ
て
い
る
方
は
、
郵

送
で
投
票
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
手
続
が

必
要
で
す
。
お
早
め
に
請
求
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

鷹
栖
町
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局（
役
場
総
務
課
庶
務
担
当
）

上
川
支
庁
納
税
課

道
税
の
納
税
推
進
強
調
月
間



あ
な
た
で
す�

火
の
あ
る
く
ら
し
の�

見
は
り
役�

上
川
中
部
消
防
組
合
鷹
栖
支
署�

b
火
事
・
救
急
・
救
助
は�

　
@
１
１
９�

b
防
火
の
相
談
は�

　
@
８７
―
２
０
４
２�

救
急
車
は
お
金
が
か
か
る
の
？�

　
救
急
車
の
利
用
は
無
料
で
す
。
税
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
月
は
消
防
に
関
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

頂
い
た
「
？
」
と
そ
の
回
答
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

Ｑ
　
消
防
車
は
な
ぜ
赤
い
の
？�

Ａ
　
一
説
に
は
、
最
初
に
輸
入
し
た
消
防
車
が
赤
で
、
そ
の

流
れ
が
現
在
も
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
。�

Ｑ
　
消
防
車
・
救
急
車
は
ど
ん
な
に
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
も

い
い
の
？�

Ａ
　
一
般
道
は
80
n
、
高
速
道
は
１
０
０
n
ま
で
で
す
。�

Ｑ
　
最
近
耳
に
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
っ
て
な
に
？�

Ａ
　
自
動
体
外
式
除
細
動
器
の
事
で
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
ま
す
。
一
般
の
方
で
も
使
用
で
き
ま
す
。
鷹
栖

町
の
公
共
施
設
で
は
総
合
体
育
館
、
中
学
校
、
鷹
栖
養
護

学
校
に
あ
り
ま
す
。�

Ｑ
　
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
な
い
で
来
れ
ま
す
か
？�

Ａ
　
緊
急
走
行
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
赤
色
灯
を
点
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
頼
ま
れ

た
方
の
お
気
持
ち
は
分
か
り
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。�

Ｑ
　
な
ぜ
救
急
車
は
す
ぐ
現
場
か
ら
出
発
し
な
い
の
？�

Ａ
　
問
診
、
応
急
処
置
な
ど
を
実
施
し
、
傷
病
者
の
状
態
か

ら
病
院
を
選
定
し
て
い
ま

す
（
事
前
に
病
院
は
決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
。
か
か
り

つ
け
の
病
院
で
も
症
状
に

よ
っ
て
は
断
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）。�

消
防
Ｑ
＆
Ａ�

　
北
野
小
学
校
６
年
生
の
村
中

歩
さ
ん
、
大
竹
清
香
さ
ん
が
地

球
温
暖
化
に
つ
い
て
文
章
を
寄

せ
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
皆
さ
ん
も
、
重
ね
着
や
ア
イ

ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
に
心
掛
け
、

地
球
が
温
暖
化
し
な
い
よ
う
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。�
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４
月
に
小
・
中
学
校
へ
新
１

年
生
と
し
て
入
学
す
る
予
定
の

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
方
に
、

学
齢
児
童
生
徒
就
学
通
知
書

（
就
学
通
知
書
）
を
１
月
31
日

付
け
で
郵
送
し
て
い
ま
す
。

送
付
さ
れ
た
就
学
通
知
書
は
、

入
学
式
当
日
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
就
学
通
知
書
が
届
か
な

い
場
合
や
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

学
校
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
国
立
、
私
立
な
ど
の
小
学
校

並
び
に
道
立
の
養
護
学
校
な

ど
の
小
学
部
へ
入
学
さ
れ
る

場
合

●
住
所
、
氏
名
な
ど
に
誤
り
が

あ
っ
た
場
合

●
住
所
を
変
更
さ
れ
た
場
合
、

入
学
日
ま
で
に
住
所
を
変
更

さ
れ
る
場
合

●
病
気
、
そ
の
他
の
や
む
を
得

な
い
理
由
の
た
め
、
就
学
猶

予
、
免
除
を
希
望
さ
れ
る
場

合
●
他
の
市
町
村
発
行
の
入
学
通

知
書
を
お
持
ち
の
場
合

学
校
教
育
課
総
務
学
校
教
育
係

就
学
通
知
書
の
送
付



あたたかい心ありがとうございました�
○社会福祉協議会へ�
　☆香典返しご寄付�
　　鈴　木　キヱノさん�
　　志　賀　幸　子さん�
　　稲　場　春　雄さん�
　　山　原　貴美子さん�
　　宮　本　喜代春さん�
　　岡　田　郁　夫さん�
　☆その他寄付�
　　匿名１件�

３／６�
�

３／１３�
�

３／２０�
�

４／６�

親 睦 老 人 会 �

松 平 老 人 会 �

長 寿 老 人 会 �

北 斗 老 人 会 �

北 成 老 人 会 �

藤 野 老 人 会 �

親 睦 老 人 会 �

松 平 老 人 会 �

おくやみ申し上げます�
氏　　　　名 年齢

北野東

北野西

北野西

鷹栖北

大　成

34　区�

15町内

志　賀　篤　司�
山　原　　　勇�
宮　本　勝　子�
稲　場　吉次郎�
鈴　木　　　明�
長　原　慶　治�
岡　田　き　ぬ�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

57歳
57歳
69歳
87歳
72歳
79歳�

100歳�

こんにちは、よろしく�
 氏　名 両　親�

北野西�

シンフォニー�

シンフォニー�

ハーモニー�

二階堂朝日�

大田喜日南�

増井徠斗�

藤信桜子�

貴　裕�

勇　生�

修　也�

真　吾�

江美子�

美　紀�

理　絵�

志のぶ�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

あさ�ひ�

にいな�

らい�と�

さくら�こ�

ご結婚おめでとうございます�
 新　郎 新　婦�
旭川市�

鷹栖北�

鈴木直樹�
佐竹　晃�

さん�

さん�

さん�

さん�

23　区�

東神楽町�

稲村きみよ�
小島知子�

私はパパに似てるって
皆に言われるおとなし
い女の子です£このご
ろ歩行器を押して歩く
ようになったのよ£すご
いでしょ～£�

体は細いけど、食欲はま
んまん。お姉ちゃんと遊
びたくてまねをするから、
毎日がデンジャラスYち
ょっとの事では泣かない
よ♪�

はじめまして稟です。最
近は、たっちが得意の私
♪お姉ちゃんやお兄ちゃ
んのおっかけをして遊
ぶのが大好きだよ£�

雪解け間近の暖かな日
に生まれた颯春です。末
っ子の宿命ゆえに超甘
えん坊Zでもね、プチダ
ンディなスマイルでみん
な悩殺でしょ!?

� �

平成18年3月7日生まれ�
20線15号�

拓矢・友理子さんの子�

��

平成18年3月7日生まれ�
南1条5丁目�

健次・真美さんの子�

� ���

平成18年3月10日生まれ�
南1条6丁目�

裕司・まゆみさんの子�

��

平成18年3月24日生まれ�
南1条6丁目�

陽出・亜紀さんの子�

区　分
５人槽

６～７人槽
８～10人槽
集会所など�

個　人
520,000円
600,000円
820,000円
500,000円�

事業所
320,000円
370,000円
500,000円�
―�
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合
併
処
理
浄
化
槽
補
助

金
額
の
改
定
に
つ
い
て

企
画
課
商
工
企
業
立
地
担
当

パ

ー

ト

従

業

員

募

集

の

ご

案

内

た
か
す
の
丘
ど
う
ぶ
つ
診
療

所
で
は
、
パ
ー
ト
従
業
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
案
内

し
ま
す
。

【
業
務
内
容
】

動
物
病
院
の
受
付

【
就
業
時
間
】

平
日
　
17
時
〜
19
時

土
曜
　
16
時
〜
19
時

【
賃
金
】
時
給
７
０
０
円
か
ら
、

交
通
費
別
途
支
給

【
勤
務
地
】
鷹
栖
町
16
線
9
号

【
申
込
期
限
】
３
月
30
日
ª

【
お
問
い
合
わ
せ
】

た
か
す
の
丘
ど
う
ぶ
つ
診
療
所

@
87
―
５
５
３
９

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
者
に

対
す
る
設
置
補
助
金
額
が
、
４

月
よ
り
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ

ま
す
。
平
成
19
年
度
に
合
併
処

理
浄
化
槽
の

設
置
を
予
定

さ
れ
て
い
る

方
は
、
お
早

め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合

わ
せ
】

町
民
課
環

境
衛
生
係



体も心も健やかに��
　精神的に疲れて、うつ状態になる人
が増えています。 �
　心の健康を保つコツ、できそうなとこ
ろから始めてみませんか。 �
☆考え方を変えてみよう �
　精神的に疲れ気味の人はよく眠れな
い・食欲がない…と言います。眠らなく
ては、食べなくてはと焦らず、眠くなった
ら寝よう、もう少し後で食べよう、 悩み事
は寝る前よりも起きてから考えよう、今日
しなくていい事は明日にしようなど、考え
方を変えてみるのも手です。 �
☆何かしなくてはと焦らない �
　時間ができたからと慌てて何かを始
める必要はありません。 かえって自分に
無理をさせることに。何もしないことが一
番落ち着けるなら、そんな時間があって
もいいのです。 �
☆休養はゆったりと �
　気分転換にと旅行や散歩に出掛け
ることでかえって疲れてしまう時もあります。
慣れ親しんだ場所や自分が落ち着ける
場所や事を選んで、くつろいでみましょう。�

～福祉のまちから～�

「生涯元気」に�
暮らすためのポイント�

皆さんの『生涯元気』は�
保健福祉課がサポートします!!!

9

創　刊／１９４９年（昭和２４年）１１月２０日�
発行日／２００７年（平成１９年）３月５日�
発行者／鷹　栖　町　　　　　　　�
編　集／企　画　課　　　　　　　�

２月17日に北野地区公民館で行われた、雪中運動会の種目
「ボール運びリレー」からの1コマ。この日は晴天に恵まれ、
全体の参加者は約150人を数えました。子どもたちは大きな
ボールを一生懸命抱えて、声援を受けながら雪上を走り抜
けていました。

■表紙の写真…�

まちづくり講演会�
éと　き：3月11日∂ 午後1時30分から�
éところ：鷹栖地区公民館　大ホール�
é講　師：北海学園大学法学部教授　横山純一氏�
éテーマ：「地方分権時代のまちづくり」�
ê市町村合併、道州制特区、地方財政の先行きなど
の状況を知り、住民参加形のまちづくりを考えて
みましょう。�

地 産 地 消 講 座 �
éと　き：3月19日∑ 午後1時30分から�
éところ：プラザクロス10　大ホール�
é講　師：キャリア工房（札幌市）代表　田崎悦子氏�
éテーマ：「地域の食材にこだわりを」（仮題）�
ê食の安全やスローフードなどの社会情勢、売れる
特産品づくりなど、農業の町として地産地消を考
えましょう。�

　町では、「協働のまちづくり」を考える機会にする
ため、次のとおり講演会・講座を開始します。参加は
無料、当日の受け付けもしますので、皆さんのご参
加をお待ちしています。�
【お問い合わせ】役場企画課政策担当�

まちづくりゼミナールのご案内�

今年の交通事故状況�

発生件数�
�

死　　者�

傷　　者�

件�

件�

人�

人�

人�

件（   人）

件（   人）

件（   人）

件（   人）

件（   人）

件（   人）

人身�

物損�
鷹
　
栖
　
町�

道内での死者�

人口�

男�

女�

世帯数�

人（　　）

人（　　）

人（　　）

戸（　　）

（　  ）内は搬送人員�

（  ）内は前月比�

2月中救急出動状況�

急　　病�

一般負傷�

交　　通�

そ の 他�

２月合計�

累　　計�

（2月25日現在）�
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�
�

�
�

�
平成19年第1回鷹栖町議会定例会（～14日）�

あんしん生活地域講座（北成・北野地区公
民館）�

�
�

鷹栖中学校卒業式、まちづくり講演会、町長
杯バドミントン大会（B&G海洋センター）�

�
�

�
�

�
乳幼児健診、ブックスタート、心配ごと相談�

老人大学卒業式、�
おたっしゃ料理教室（北野地区公民館）�

�
鷹栖小学校卒業式�

鷹栖養護学校卒業式�
たかす円山幼稚園卒園式�

�
�

地産地消講座（プラザ・クロス10）�
北野小学校卒業式、糖尿病教室�

あんしん生活地域講座（はぴねす・中央地区
公民館）�

�
《春分の日》�

�
北海道知事選挙告示日�
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3 �
小中学校修了式�

鷹栖保育園卒園式、ゴールドコースト友好訪
問団出発式�

�
北野保育園卒園式�

�
�

�
あんしん生活地域講座（北斗地区公民館）�

おたっしゃ料理教室（北斗地区公民館）�
心配ごと相談�

�
�

平成19年第1回鷹栖町議会臨時会、道議会
議員選挙告示日、BCG（浅井医院）�

�
�

�
�

ゴールドコースト友好訪問団報告式�
鷹栖・北野保育園入園式�

鷹栖町交通安全協会総会、まちづくり推進
会議ほか（13：30～、鷹栖地区公民館）�

�
�

�
小中学校入学式・始業式�

�
�

�
�

北海道知事・道議会議員選挙投票日、たかす円山幼
稚園入園式、交通死亡事故ゼロ1300日達成予定日�
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